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 資料１－１－１ 英語新カリキュラムの概要        ≪出典 学生周知ポスター≫
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資料１－１－２ 英語成績分析 
対象：平成 21 年度入学者 
 
                       ≪出典 会議報告資料≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１－３－１ 大学教育改革フォーラム in 東海 2010 

≪出典 名大トピックス No.203 http://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/publication/topics/topics203.html ≫  
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資料１－３－７ 「ラーニング・コモンズ」概要 
≪ 出 典  名 古 屋 大 学 中 央 図 書 館 利 用 案 内 2010 

http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/guide_c/guide/guide.pdf ≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１－３－５  
教務事務担当者実務研修参加者数 

資料１－３－６ POD 年次大会 

≪出典 かわらばん冬号 

 2010 年 1 月≫ 

資料１－３－３ 

哲学教育研究会 
資料１－３－４ FD 地域ネットワ

ークの役割に関するセミナー 
資料１－３－２ 
授業改善のためのセミナー 

≪資料１－３－２～１－３－４  
出典 FD・SD コンソーシアム名古屋 web サイト

http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/consort/ ≫ 
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資料１－３－８ 「エース・ラボ S」の基本構想 

－仲間と考えや想いを共有し新たな知を育む考想空間－ 

○平成 21 年度から着手した「教養教育の質向上を目指した基盤の整備－自己教育力の養成を通した国

際標準の Academic English 教育」の事業目的は２つあります。 

(1) Academic English 教育← 新・英語カリキュラム（AE 支援，Writing 支援各部門等） 

(2) 自己教育力の養成← 学習者個々の研鑽と学習者仲間による協調の場作り 

エース・ラボＳの基本構想は，上記(2) を補強・充実する学習環境基盤の構築です。 

機会をつかみ，困難にいどみ，自律性と自発性を育む行動を基本とする「勇気ある知識人」 

が共通する目的に向かって，参画型コミュニティを形成し，知的な啓発を相互に繰返しながら卓越した

教育研究成果を生み出すための，想像力を醸成する場です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

≪出典 概要説明資料から一部抜粋≫ 

資料１－３－10 物理学実験報告より抜粋 
(3) 予習用 e ラーニングビデオ教材の制作と運用 

実験の予習に供するための eラーニングビデオ教材を制

作し、学生に提供した。ビデオの視聴率は 4 割程度、テ

キストとビデオを合わせた予習履行率が 8 割程度と、学

生の間に予習してから実験に臨む姿勢が身についた。 
(4) 授業改善アンケートの結果 

学生の実験内容の理解率、教員・TA の指導に対する評

価、設備に対する評価が漸次向上している。予習につい

ても昨年度 5 割弱であったのが、上記のように 8 割の学

生が予習してくるようになった。 
≪出典 平成 20 年度全学教育物理学実験報告≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

資料１－３－９ 物理学実験予習用

e-Learning 教材画面 

≪出典 会議報告資料≫ 
資料１－３－11 学生ごとの物理学実験終了時間の分布 
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資料１－３－12 「eFACE」の教材構成 
e (e-Learning) FACE (Foundations of Academic Communication in English) 

 
英語の論理的な文章の理解と、自分の意見や考えの論理的なプレゼンテーションに必要

な、議論の論理的な展開の仕方と、そうした議論の論理的な展開に 必要な英語表現の

「コア」となる知識を学びます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
≪出典 教養教育院 e-Learning サイト 

http://elearn.kyoiku-in.nagoya-u.ac.jp/ ≫ 
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≪出典 がんプロフェッショナルプラン web サイト

http://www.tokai-gannpro.jp/index.html ≫ 

資料１－３－13 「がんプロフェッショナル養成プ

ラン」事業作成 e-Learning コンテンツと受講者数 

従来の「Shadowing」の訓練方法は音

声のみを聞いて行うものでしたが、

本教材では、それに加え、動画・ス

ライド・テキストを使って４種類の

方法であきずに何度でも行えるよう

になっています。（そのうえ、５回行

うと褒めてもらえます！）繰り返し

プレゼンテーションの「Shadowing」

をすることによって、プレゼンテー

ションでよく使われる英語表現を、

耳から自然に覚えられるようになっ

ています。 
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資料１－４－１ 南部食堂の全面増改築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
資料１－４－２ インターナショナルレジデンス山手新築 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料１－４－１～１－４－３ 
≪出典 施設管理部 web サイト 
http://web-honbu.jimu.nagoya-u.ac.jp/fmd/index.html ≫ 
 
 

資料１－４－３ 
陸上競技場トラックの全天候化 
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資料２－１－１ 名古屋大学レクチャー 
 
                         
≪出典 名大トピックス No.190 
  http://www.nagoya-u.ac.jp/extra/topics/ ≫ 
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  ≪出典 名大トピックス No.192 
  http://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/publication/topics/topics192.html ≫ 

 
資料２－１－２ 
日本学士院賞受賞記念講演 
≪出典 名大トピックス No.195  
http://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/publication/topics/top

ics195.html ≫ 
 
 

 
資料２－１－３ 
グローバル COE 採択一覧 
≪出典 
http://www.nagoya-u.ac.jp/research/activit

ies/gcoe/ ≫ 
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資料３－１－１ ノーベル賞受賞記念特別展 資料３－１－２ 地球教室 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料３－１－５ 博物館入館者数の推移 

年度 入館者数(人) 開館日数 

平成 16 年度 8,805 235 日 

平成 17 年度 11,539 237 日 

平成 18 年度 11,320 245 日 

平成 19 年度 10,369 132 日  

平成 20 年度 17,406 202 日 

平成 21 年度 23,222 247 日   

 

資料３－１－４ コンサートの様子 

資料３－１－３ 名古屋大学にお

けるノーベル賞研究展示 

資料３－１－６ 「ふみよむゆふべ」活動状況 
≪出典 附属図書館 web サイト 
http://www.nul.nagoya-u.ac.jp/tomo/fumiyomu_kako.html ≫ 
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資料３－１－７ 
全学同窓会海外支部 
≪出典 全学同窓会 web サイト 
http://www.nual.nagoya-u.ac.jp/ ≫ 
 
 
 
 
 
 
 
資料３－１－８ ホームカミングデイ

の様子 
≪出典 ホームカミングデイ web サイ

ト 
http://www.nagoya-u.ac.jp/home-comin

g-day/ ≫ 
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ホームカミングデイ参加者数 
第４回：平成 20 年 10 月 18 日開催  約 4,500 余名 
第５回：平成 21 年 10 月 24 日開催  約 4,200 余名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
  

当日の運営には、名大祭本部実行

委員会や陸上部、サッカー部、アメ

リカンフットボール部、剣道部、柔道

部に所属する多くの学生が加わり、

教職員と力を合わせ総合案内、会

場整理などの業務にあたりました。 

ホームカミングデイは、卒業・修了

生、在学生及びその家族、地域の

方々等に、本学の教育・研究の活

動状況や優れた成果を紹介すると

ともに、本学構成員との交流の場を

提供し、本学の活動を理解してもら

うことを目的として開催しています。 

学術講演会（第５回） 

 
親子ふれあい野球教室（第５回）

 
 
 
 
 

70周年記念フォーラムの様子 名古屋フィルハーモニー交響

楽団コンサート 

資料３－１－９ 
 名古屋大学創立 70 周年（創基 138 周年）記念行事の様子 

 ≪出典 名大トピックス No.199 

http://www.nagoya-u.ac.jp/about-nu/publication/topics/topics199.ht

ml ≫

 
 
 
 

生物多様性を観察するため、

キャンパス雑木林の探索をす

る参加者（第５回） 
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資料３－２－１ 国際化拠点整備事業について 
 

≪出典 平成21年度国際化拠点整備事業構想調書≫

○「平成 21 年度補助事業実
施計画」記載事項の実績 

1. 留学生リクルート及び
海外拠点拡充のための
海外調査 
① 留学生受入重点国等

約 20 カ国で留学フ
ェア及び教育機関訪
問を行った。 

② G30 採択校と協力し
た広報や海外の雑誌
等広告を掲載する等
海外広報を行った。 

③ ウズベキスタンに海
外共同事務所を設置
するために、調査、
備品等の購入、職員
の雇用を行い、平成
22 年 3 月 11 日にウ
ズベキスタン事務所
開所式を行った。 

・・・中略・・・ 
2. 教職員の公募・採用を行

った。 

 
① 優秀な学生の募集活

動及び平成 22年から
行う国際プログラム
群の入試業務のため
に、アドミッション
オフィスを設置し
た。 

② アドミッションオフ
ィス、国際プログラ
ム群や、学内国際化、
宿舎対応、カウンセ
リング等留学生支
援、就職支援のため
に、教員 8 名、職員
12 名を雇用した。 

③ アドミッション及び、留学生支援事務を行う事務室を近隣に配置し、留学生の利便性を向上す
る「国際ゾーン」を設けた。 

3. 教務関係・理系教材・補習教材等の英語化の開始及び英語図書・雑誌の購入 
① 名古屋大学の規則・規程を 55 件、その他、留学生関連文書を 111 件英文化した。 
② 理系基礎化学・物理実験テキスト、安全の手引き等を英語化した。また、実験の安全のための

DVD を作成した。 
・・・中略・・・ 
10. 大阪大学・東京外国語大学等調査、関係シンポジウム・セミナー等参加 

① 東京外国語大学の予備教育課程で行われている、理系の補習などを調査し、海外の未履
修教科の実態を確認し、理系教材の開発に役立てた。 

② 日本語・アドミッション・カウンセリング等の国際関係・留学生支援関係のシンポジウ
ム・セミナーに教職員を派遣した。 

○その他の実績 
1. 平成 23 年 10 月に開設される英語による学位取得プログラム（国際プログラム群）の準備を行っ

た。 
① 募集要項の作成、カリキュラムの充実、教材の開発、英語の参考書及び参考図書等の購入を行

った。 
・・・以下省略・・・  

≪出典 平成 21 年度国際化拠点整備事業費補助金（国際化拠点整備事業）実績報告書≫ 




